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妊婦の喫煙が児の発育に及ぼす影響

一母親の身長,体重,年齢および妊娠週数を

一致させたマッチド・ペア法による検討-
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I.は じ め に

妊娠中の女性が喫煙することで,胎児の発育に大きな影響を及ぼすことは,最近広く知

られるようになってきた1)。とくに,低出生体重児や早産児の出生率が高く2)3)周産期死亡

率などにも悪影響をおよぼす4)とされ,妊娠に気づいた女性には積極的な禁煙指導が行な

われるようになってきている。

我々も調査に参加している「妊娠と嗜好に関する調査(第1報)」5)によると, 1989年4

月~1990年3月にかけて愛知県内11施設で分娩した群婦のうち,妊娠中も喫煙を続けた者

は6.7%であったが,さらに第2報では6),妊娠中も喫煙していた児の出生時体重が非喫煙

者の児に比べ有意に小さかったことを報告している。これらの研究では,初産婦と経産婦

を区別なく調査したが,喫煙率は経産婦の方がかなり高かったため,喫煙者が経産婦に偏っ

た結果となった。そのため,妊婦の喫煙が児の発育に与える影響を詳細に検討するには,

初産婦または経産婦のどちらかに限定して調査する必要があると考え,その後1990年4月

~1991年3月までの1年間,正常分娩の初産婦に限定して,喫煙と児の発育に関する追加

調査を行った。

本論文では,胎児発育の指標として「出生体重」「頭囲」「胎盤重量」をとりあげた。さ
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らに,これらに強い影響を与えると思われる,母親の年齢と身長,体重,妊娠週数と児の

性別をほぼ一致させた初産の喫煙妊婦と非喫煙妊婦のペアを選び(マッチド･ペア法),妊

娠中の喫煙が児の発育に及ぼす影響を明らかにしようと考えた。

II.対象と方法

対象は, 1989年4月~1991年3月の2年間に,愛知県内の14施設(総合病院)で正常分

娩をした,入院中の褥婦である。このうち,初産婦で満期産である妊娠37週から41週の間

に経膣分娩をした約400名を今回の分析の対象とした。なお,初産婦の場合は妊娠中も喫

煙を続けている者がきわめて少ないため,全期間を通じて喫煙者だけを優先して調査し,

最終的に38名の喫煙妊婦を選んだ。これに対して,非喫煙妊婦のうち,アンヶ―卜や計測

データの不備な者を除いた者を対照者とし,合計380名のデータを得た。

調査方法は,入院中の褥婦に,対象者本人(褥婦)と夫の喫煙頻度や喫煙本数などを無

記名の自己記入式アンケートで回答してもらった。同時に,カルテから「妊娠週数」「出生

体重」「頭囲」「胎盤重量」などの必要なデータを抽出して結合し,集計分析を行なった。

分析は,まず喫煙妊婦38名と非喫煙妊婦(対照)380名の主なデータを集計して比較した。

次に,非喫煙妊婦の中から,喫煙妊婦と「妊娠週数」「生まれた児の性別」が一致し,「身

長」は±4cm以内,「妊娠前の体重」は±4kg以内,「分娩時の年齢」が±5歳以内で一致

する対照1名を任意に選んで,マッチド・ペア法による検討を行なった。

なお,すべてのデータは数値化して,パーソナルコンピュータを経由して名古屋大学大

型計算機センターに送り,集計および解析を行なった。なお統計的解析は,主に名古屋大

学大型計算機センターのSPSSXを用いて行なった。

Ⅲ.結 果

表1 喫煙妊婦と非喫煙妊婦の主な特性の比較 表1に,対象と

なった喫煙妊婦と

非喫煙妊婦の主な

特性を示した。対

象は,すべて初産

婦で,満期産であ

る妊娠37週から41

週の分娩に限定し

た。さらに,帝王

切開などは除き経

膣分娩のみを対象

とした。平均年齢

は喫煙妊婦が27.

26歳,非喫煙妊婦

が26.86歳で,やや

喫煙妊婦の方が高

いものの大差はな
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表2 喫煙妊婦とマッチした非喫煙妊婦のデータ一覧

い。身長や妊娠前の体重もほとんど差がなかった。平均妊娠週数もほぽ一致していた。こ

のような条件下で,喫煙妊婦と非喫煙妊婦の児の発育などを比較すると,出生体重は喫煙

妊婦は平均で3 ,003 g で,非喫煙妊婦の3,091gに比べてやや小さかったが有意差はなかっ

た。しかし,児の頭囲は喫煙妊婦平均32.79cmで,非喫煙妊婦の33.23cmに比べて約0.5cin

小さく有意な差が見られた。胎盤の重量も,喫煙妊婦の方が553 g で,非喫煙妊婦の591 g

に比べて約40g小さく有意な差が見られたが,妊娠中に増加した体重では,喫煙妊婦が平

均で11.88kg増加しているのに対して,非喫煙妊婦は平均10.53kgで,約1.3kg多く有意な差

を認めた。

次に,児の発育

データに大きな影響

を与える因子の影響

を排除するため,非

喫煙妊婦の中から,

喫煙妊婦と「妊娠週

数」「生まれた児の性

別」が一致し,妊婦

の「身長」は±4 cm

以内,「妊娠前の体

重」は±4kg以内。

「分娩時の年齢」

が±5歳以内で一致

表3 喫煙妊婦とマッチした非喫煙妊婦の児の発育データの比較

(対応のある場合のt検定)
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する対照1名を任意に選んで比較検討を行なった。ただし,喫煙妊婦の年齢が高い(37歳,

38歳)2例や喫煙妊婦の体重が重すぎる(71kg) 1例では,適当なペアが見つからなかっ

たため(計3例)これを除外し,全部で35組のペアを作成した。これらのマッチさせたデー

タを表2に示した。喫煙妊婦の平均喫煙本数(1日当たり)は不明の3人を除いて6.4本で

あった。年齢,身長,妊娠前の体重は,当然の事ながら,ほぼ一致している。

この条件下で,「出生体重」「胎盤重量」「頭囲」「妊娠中の増加体重」の4指標について,

それぞれのペアごとに差をとり,これを「対応のあるt検定」で比較したものを表3に示

した。これによると,出生体重では平均するとやはり喫煙妊婦の方が小さいものの非喫煙

妊婦と比べて有意な差はなかった。頭囲は,表1の全体の集計とは異なり,喫煙妊婦と非

喫煙妊婦でほとんど差が見られなくなった。しかし,胎盤の重量はマッチさせたデータの

うち34組中21組(約62%)で喫煙妊婦の方が少なく,平均値も有意な差が見られた。また,

妊婦自身の妊娠中の体重増加は,34組中24組(約71%)で喫煙妊婦の方が大きく,こちら

も平均値で有意な差が見られた。

IV.考 察

妊婦の喫煙と低出生体重との関係は, 1957年にSimpson7)が報告して以来多くの報告か

おり,その関係は,妊婦の年齢や出産回数,さらには,妊娠期間などを考慮してもなお,

非喫煙妊婦に比べて喫煙妊婦から生まれた児の体重は小さいと報告されている8)。今回の

我々の結果では,初産婦でかつ37週~41週の満期産のみを対象としたが,喫煙妊婦は非喫

煙妊婦に比べて児の出生体重がやや小さい傾向を示したが,有意な差はなかった。

我々の過去に行なった集計結果6)では,経産婦を含めたデータで,喫煙者から生まれた児

の体重は非喫煙者の児の体重より平均で200 g以上少ない結果を得ており,これに比べると

今回の初産婦だけの集計結果では,喫煙の影響がやや小さかった。この理由としては,初

産婦の喫煙者は経産婦の喫煙者に比べて,一般的に喫煙本数や喫煙頻度が少ない傾向があ

ることが考えられる。さらに,妊娠中の喫煙は早産の原因になることが知られており2),満

期産のみの集計では出生体重の少ない早産例はカウントされず,そのため出生体重の差が

あまりなかったのであろうと思われる。

また,過去の報告では,喫煙と児の身体発育との関連で,出生体重だけでなく,身長,

頭囲,胸囲など身体発育全体の低下を及ぼすことが報告されている9)10)。頭囲については,

Perssonら11)が行なった超音波検査による児頭大横径の発育比較でも,妊娠28週以後では,

1日10本以上の喫煙者の大横径が対照に比べて有意に低下することも報告されている。今

回の我々の結果では,喫煙妊婦38名と非喫煙妊婦380名の比較では有意な差が認められた

が,厳密に妊娠週数と児の性別を一致させ,母親の年齢や身長,体重もマッチさせて比較

したところ,頭囲の有意な差は認めなかった。

しかし,胎盤重量は有意に喫煙妊婦の方が少ない結果が得られた。喫煙は,そのニコチ

ンや一酸化炭素により胎児の低酸素と胎盤の退行性変化をもたらすと考えられており12)

胎盤重量の減少は,児の全体的な発育障害を反映する指標となるとも考えられる。

一方,妊婦の妊娠中の体重増加は,逆に喫煙妊婦が有意に大きいことが明らかとなった。

一般に喫煙者は痩せたものが多く食物摂取量も不足ぎみで,これが胎児の低体重の一因と

なる場合もあると考えられてきた。しかし,今回の結果ではむしろ,喫煙妊婦の方が体重
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増加が著しいという結果であった。これには,対象者が全員初産婦で,初産婦では喫煙本

数を減らす者が多かった(平均喫煙本数は6.4本/日)ことと関連があるかもしれない。喫

煙者は,喫煙本数をを減らすと食欲が出て大る傾向があり,このためこの喫煙妊婦の何人

かは,満期に至るまでにかなり体重が増加をした可能性がある。

以上から,マッチド・ペア法による解析結果をまとめてみると,厳密に妊婦の年齢,身

長,体重などを一致させた条件では,同じ妊娠週数,同じ性別で生まれた子供どうしでは,

喫煙妊婦とが非喫煙妊婦を比べても出生体重や頭囲に差を認めなかった。しかしこれは,

両群の児の成長がほぽ等しいことを意味しないと思われる。なぜなら,母親の体重は有意

に喫煙妊婦の方が増加しているので,この場合,喫煙妊婦の児の方が相対的に出生体重が

小さいのは明らかである。胎盤重量も,増加した体重の大きさに比例せず,むしろ喫煙妊

婦の方が有意に小さいので,今回のようなわずか平均6.4本/日程度の喫煙でも,児の成長

になんらかの影響を与えていることが明らかとなった。

今後は,妊娠初期の段階で喫煙妊婦と非喫煙妊婦のペアを作り,早産なども含めた追跡

調査による検討が必要であろう。

V.要 約

愛知県内の14施設(総合病院)で正常分娩をした入院中の褥婦のうち,初産婦で満期産

である妊娠37週から41週の間に経膣分娩をした,38名の喫煙妊婦と380名の非喫煙妊婦に,

喫煙経験などに関する無記名の自己記入式アンケートを行ない,同時に,カルテから必要

なデータを抽出して結合して集計分析を行なった。さらに,非喫煙妊婦の中から,喫煙妊

婦と[妊娠週数]「生まれた児の性別」が一致し,妊婦の「身長」は±4cm以内,「妊娠前

の体重」は±4kg以内,「分娩時の年齢」が±5歳以内で一致する対照1名を任意に選んで,

マッチド・ペア法による検討を行なった。その結果,以下の知見を得た。

1.喫煙妊婦(n=38)と非喫煙妊婦(n=380)全体の比較では,児の出生体重が喫煙妊

婦が非喫煙妊婦に比べてやや小さかったが有意差はなかった。 しかし,出生時の児の頭囲

は喫煙妊婦が非喫煙妊婦に比べて約0.5cm小さく有意な差が見られた。胎盤の重量は,喫煙

妊婦の方が非喫煙妊婦に比べて約40g小さく有意な差が見られたが,妊娠中に増加した妊

婦の体重では,逆に喫煙妊婦が非喫煙妊婦に比べ約1.3kg多く,有意な差が見られた。

2.妊婦の年齢,身長,体重などを厳密にマッチさせたデータによる集計結果(マッチ

ド・ペア法)によると,出生体重や頭囲は,全体の集計とは異なり,喫煙妊婦と非喫煙妊

婦でほとんど差が見られなくなった。しかし,胎盤の重量は喫煙妊婦の方が少なく有意な

差が見られた。また,妊婦自身の妊娠中の体重増加は喫煙妊婦の方が大きく,こちらも有

意な差が見られた。

3.マッチさせたデータによる喫煙妊婦と非喫煙妊婦の比較で,出生体重や頭囲に差を

認めなかったが,母親の体重は有意に喫煙妊婦の方が増加しているので,喫煙妊婦の児が

相対的に体重が小さいのは明らかである。胎盤重量も,増加した体重の大きさに比例せず,

むしろ喫煙妊婦の方が有意に小さいので,比較的本数が少ない初産婦の喫煙状況下でも,

児の成長になんらかの影響を与えていることが明らかとなった。
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